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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに

　近年施工されている連続合成桁の多くは、中間支点をジャッキアップダウンすることで橋軸方向の床版に

プレストレスを導入し、中間支点付近の床版のひび割れを制御しようとしている。実橋においては導入され

たプレストレス量の確認と長期的変動を把握する目的で応力計測が実施され、データが収集・蓄積されつつ

ある。しかし実橋計測では、温度・湿度などの現地固有の影響が加わるため、必ずしも定量的な評価ができ

るとは限らない。そこで本研究では温度・湿度が安定している室内において、連続合成桁をモデル化した模

型を用いてジャッキアップダウンを行い、橋軸方向に導入されるプレストレス量の確認と、その長期的変動

を計測していく。本文ではその概要と計測結果の一部を示す。

2.2.2.2. 実験概要及び実験供試体実験概要及び実験供試体実験概要及び実験供試体実験概要及び実験供試体

　本実験は大阪工業大学八幡工学実験場構造

実験センター内の地下ピットにおいて行って

いる。供試体としては、大津呂川橋 P4、P5

断面を想定した 1/5 相似模型 2 体と、基本ク

リープおよび乾燥収縮計測用 4 体の合計 6

体を製作し、実験を行っている。

モデル-A1　モデル-A1（図 1）は、中間支

点部をジャッキアップして床版を打設し、硬化後に元位置

まで強制的にジャッキダウンさせ、プレストレスを導入し

たものである。ジャッキアップ量は大津呂川橋において実

際に導入されたプレストレスと同じ、床版上縁において圧縮応力で 3.7N/mm2を目標とした。

モデル-A2　モデル-A2（図 2）は、ジャッキアップダウンを行わず（したがってプレストレスは導入して

いない）、床版硬化後に支保工と型枠をはずし、死荷重応力を作用させた。モデル-A1 の結果と比較するこ

とで二径間連続桁の中間支点部にプレストレスを導入することの有効性について検討する。

モデル-B1、B2　モデル-B1、B2（図 3）は、モデル-A1、A2 の床版部分を取り出した供試体であり、PC

鋼棒によりプレストレスを導入した。橋軸方向には拘束しないよう、また自重による曲げの影響を回避させ

るため盤木による多点支持とした。モデル-B1 に対するプレストレス導入量は、モデル-A1 の中間支点部に

導入されたプレストレス量と同じ程度のひずみ量とした。同様にモデル-B2 に対しては、その 1/2 量を目標

にプレストレスを導入し、導入プレストレス量の違いによる影響を把握するとともに、一定応力下でのクリ

ープ・乾燥収縮ひずみを長期計測するためのものである。

モデル-C1、C2　モデル-C1、C2（図 4）は乾燥収縮計測用のモデルであり、プレストレスは導入しない。

模型のサイズは、モデル-C1 がモデル-B との比較用として L=2m、一方モデル-C2 は表面積の影響を把握す

るためにモデル-A と同様 L=10m とし、床版の乾燥収縮ひずみを長期計測するためのものである。モデル-

B とモデル-C1 を比較することで、クリープひずみを把握し、モデル-C1 と C2 を比較することで乾燥収縮

量の表面積効果を把握し、モデル-A における乾燥収縮量を推定することができる。
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図 4　モデル-C1、C2
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図 3　モデル-B1、B2

L=2m

図 2　モデル-A2
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図 1　モデル-A1
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なお本文においては、モデル-A1 に対して実施し

た中間支点部ジャッキアップダウンの結果について

述べる。

3.3.3.3.実験結果実験結果実験結果実験結果　設計図どおりにモデル-A1 を実験室で

組み立てた状態においては、実験室床面の微妙な凹

凸や治具の据付精度などによって支点高さに不均等

が生じる。したがって計算上の二径間連続桁とはな

らない可能性があった。そこで、まず中間支点反力

を解放して単純桁にし、不均等をなくした状態を再

現した。この状態から目標中間支点反力値になるま

で中間支点部をジャッキで突き上げ、二径間連続桁となっ

た状態を変位のゼロ値とした。

図 5 にジャッキアップ時の中間支点反力値と着目断面（2/8

点、3/8 点、中間支点（4/8 点））における変位量の計測結

果を示す。この図をみると、最終導入反力値における変位

量は、着目断面それぞれにおいて概ね設計値に等しいこと

がわかる。さらに中間支点反力値と応力値の関係（図 6）

をみると、中間支点上における U-Flg 実測値が設計値よ

りも大きめの値となっている。これはジャッキアップダウン用の

載荷治具（図 7）を鋼桁の下フランジに取り付けているため、そ

の剛性の影響があったものと推測される。また実測値が設計値よ

りも大きくなったことは実際の中立軸位置が設計上の中立軸位置

よりも 40mm ほど下側にあることからも明らかである（図 8）。

次に中間支点のジャッキダウンによって導入された応力値をみ

ると、床版中央部においては最終目標値とよく一致しており、連

続合成桁の中間支点部のジャッキアップダウンによって、ほぼ目

標どおりのプレストレスを導入できたことがわかる（図 9）。

4.4.4.4.まとめまとめまとめまとめ　連続合成桁の中間支点部のジャッキアップダウンによって設計どおり橋軸方向のプレストレスを

導入できることを確認した。今後、鋼桁・床版の応力を長期計測することで、クリープ・乾燥収縮の経時変

化を追跡し、設計の妥当性を検証していく予定である。

図 7　中間支点治具（モデル-A1）
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図 9　ジャッキダウン時の中間支点上の応力勾配
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図 8　ジャッキアップ時の中間支点上の応力勾配

図 6　中間支点反力と鋼桁応力
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図 5　中間支点反力と変位
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